





GRADUATE SCHOOL OF HUMANITIES AND SOCIAL SCIENCES 
 
NAGOYA CITY UNIVERSITY 
NAGOYA JAPAN 
JUNE 2007 












“The Public Philosophy” of the Present Time and Hegel(1) 
 
 
















 ２．市民社会論と公共哲学   （以上、本号） 
























名古屋市立大学大学院人間文化研究科 人間文化研究 第７号 2007年６月 
 20 
 








































































   
 22 
 








































































   
 24 
 


























































































   










あることを止める」（inter homines esse desinere）ということは同義語として用いられた。（19－20頁、
pp.7－8） 
































































共圏（eine kleine, aber kritisch diskutierende Öffentlichkeit）」（Ⅲ頁、Ｓ.13）が形成されていたとい
う。そしてこの公共圏の具体的事例について述べる。 












































































































































































































































る場合が多く、私も次の英訳を参照した。Alexis de Tocqueville, Democracy in America, Translated by Arthur 
Goldhammer, Literary Classics of the United States, Inc., New York, N.Y. 2004. また引用にあたっては、Ａ.ト
クヴィル著・井伊玄太郎訳『アメリカの民主政治』（講談社学術文庫、1987年、特に下巻）を用いた。
引用の該当個所は文中において、（邦訳書頁、英訳書ｐ．）で明記した。 
（３）Hannah Arendt, The Human Condition, The University of Chicago Press, Chicago, 1958. ハンナ・アーレント
著・志水達雄訳『人間の条件』（ちくま学芸文庫、1994年）。引用の該当個所は文中において、（邦訳書
頁、原書ｐ．）で明記した。 
（４）Jürgen Habermas, Strukturwandel der Öffentlichkeit : Untersuchungen zu einer Kateegorie der bürgerlichen 
Gesellschaft, Frankfurt am Main Suhrkamp, 1990. ユルゲン・ハーバーマス著・細谷貞雄／山田正行訳『公
共性の構造転換―市民社会の一カテゴリーについての探究』（第２版、未来社、1994年）。引用の該当個
所は文中において、（邦訳書頁、原書Ｓ．）で明記した。 
（５）Robert D. Putnam, Bowling alone: The collapse and revival of American community, New York, Simon & 
Schuster, 2000. ロバート・Ｄ.パットナム著・柴内康文訳『孤独なボウリングー米国コミュニティーの崩
壊と再生』（柏書房、2006年）。引用の該当個所は文中において、（邦訳書頁、原書ｐ．）で明記した。 
 
＊本稿は、2006年度科学研究費補助金基盤研究（Ｃ）の交付を受けてすすめた研究成果の一部である。 
